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表 1 分析調査一覧 
国 地域 遺跡名等 内容 調査年 文献 
日本 






1998 原田 1998a 
一色青海遺跡 1998 原田 1998b 
門間沼遺跡 1999 原田 1999a 
三ツ井遺跡 1999 原田 1999b 
朝日遺跡 2000 原田 2000a 
猫島遺跡 2003 原田 2003a 
朝日遺跡 2006 原田 2007a 
堂外戸遺跡 2009 原田 2011b 
岐阜県 野笹遺跡 弥生時代石器の使用痕分析 
磨製石庖丁、粗製剥片石器等 

















































































番号 石器番号 回 石材 採集地 対象物 状態 水 操作方法 作業量 累計 単位 備考 実験日付
1 S-001 砂岩 木曽川 イネ 生 － － 2183 本 穂摘み SP27 1998/11
2 S-002 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 2212 本 穂刈り SP26 1998/11
3 S-003 1 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 160 160 株 根刈り SP25 1998/11
4 S-003 2 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 350 510 株 根刈り 累積510株 1999/10
5 S-003 3 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 351 861 株 根刈り 累積861株 2002/10
6 S-003 4 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 310 1171 株 根刈り 累積1171株 2004/11
7 S-003 5 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 141 1312 株 根刈り 累積1312株 2005/10
8 S-003 6 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 103 1415 株 根刈り 2007/10
9 S-004 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 909 株 根刈り SP24 1998/11
10 S-005a 砂岩 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 水漬け 有 saw 5000 回 SP28
11 S-005b 砂岩 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 水漬け 有 whittle 5000 回 SP28
12 S-006 砂岩 木曽川 木 生 無 saw 5000 回 SP29
13 S-007 砂岩 木曽川 鹿角 水漬け 有 saw 3000 回 SP51
14 S-008 砂岩 木曽川 石（砂岩） － 有 saw 2000 回 SP52
15 S-009 砂岩 木曽川 木 水漬け 有 saw 5000 回 SP59
16 S-010a 砂岩 木曽川 皮（ｴｿﾞｼｶ） 乾燥 無 whittle 10000 回 SP60 1999/1
17 S-010b 砂岩 木曽川 皮（ｴｿﾞｼｶ） 乾燥 無 cut 5000 回 SP60 1999/1
18 S-011 下呂石 皮（ｴｿﾞｼｶ） 乾燥 無 whittle 5000 回 1999/1
19 S-012 下呂石 皮（ｴｿﾞｼｶ） 乾燥 無 cut 5000 回 1999/1
20 S-013 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｴｿﾞｼｶ） 乾燥 無 whittle 5000 回 1999/1
21 S-014 下呂石 木 生 無 saw 5000 回 1998/10
22 S-015 下呂石 鹿角 水漬け 有 saw 2000 回 1999/1
23 S-016 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 saw 3000 回 1999/3
24 S-017 下呂石 鹿角 水漬け 有 scrape 3000 回 1999/3
25 S-018 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 scrape 3000 回 1999/3
26 S-019 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 乾燥 無 saw 4000 回 1999/3
27 S-020 下呂石 鹿角 乾燥 無 saw 4000 回 1999/3
28 S-021 下呂石 鹿角 乾燥 無 scrape 4000 回 1999/3
29 S-022 下呂石 鹿角 水漬け 有 whittle 2000 回 1999/3
30 S-023 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 cut 2000 回 1999/3
31 S-024 下呂石 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 2000 回 1999/4
32 S-025 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 2000 回 1999/4
33 S-026 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 2000 回 1999/4
34 S-027 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 cut 2000 回 1999/4
35 S-028 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 2000 回 1999/4
36 S-029 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 whittle 2000 回 1999/4
37 S-030 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 2000 回 1999/4
38 S-031 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 cut 2000 回 1999/4
39 S-032 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 2000 回 1999/4
40 S-033 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 whittle 2000 回 1999/4
41 S-034 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 生 無 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/4
42 S-035 下呂石 木（ｻｸﾗ） 生 無 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/4
43 S-036 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 生 無 saw 2000 回 樹皮有り 1999/4
44 S-037 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 生 無 saw 2000 回 樹皮有り 1999/5
45 S-038 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 生 無 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/5
46 S-039 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 cut 2000 回 1999/5
47 S-040 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 乾燥 無 saw 2000 回 1999/5
48 S-041 ﾁｬｰﾄ 木曽川 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 2000 回 1999/5
49 S-042 下呂石 肉（ﾌﾞﾀ） 生 － cut 4000 回 継続中 1999/8
50 S-043 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 乾燥 無 saw 2000 回 1999/5
51 S-044 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 saw 2000 回 1999/5
52 S-045 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 scrape 2500 回 1999/5
53 S-046 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 whittle 2000 回 1999/5
54 S-047 下呂石 鹿角 水漬け 有 cut 2000 回 1999/5
55 S-048 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 whittle 2000 回 1999/5
56 S-049 ﾁｬｰﾄ 木曽川 肉（ﾌﾞﾀ･ﾄﾘ） 生 － cut 3500 回 継続中 1999/8
57 S-050 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 肉（ﾄﾘ） 生 － cut 3500 回 継続中 1999/7
58 S-051 砂岩 木曽川 肉（ﾌﾞﾀ） 生 － cut 4000 回 継続中
59 S-052a 砂岩 石（頁岩） － 有 saw 100 回 青梅市博 1999/5
60 S-052b 砂岩 石（頁岩） － 有 saw 500 回 青梅市博 1999/5
61 S-053 砂岩 石（頁岩） － 有 saw 1000 回 青梅市博 1999/5
62 S-054a 砂岩 石（流紋岩） － 有 saw 100 回 青梅市博 1999/5
63 S-054b 砂岩 石（流紋岩） － 有 saw 500 回 青梅市博 1999/5
64 S-055 砂岩 石（流紋岩） － 有 saw 1000 回 青梅市博 1999/5
65 S-056 砂岩 石（頁岩） － 無 saw 500 回 青梅市博 1999/5
66 S-057 下呂石 草 生 － cut 2000 回 雑草の刈取り 1999/6
67 S-058 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 草 生 － cut 2000 回 雑草の刈取り 1999/6
68 S-059 ﾁｬｰﾄ 木曽川 草 生 － cut 2000 回 雑草の刈取り 1999/6
69 S-060 砂岩 木曽川 鹿角 乾燥 無 saw 2000 回 1999/6
70 S-061 下呂石 竹 乾燥 無 saw 2000 回 1999/6
71 S-062 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 乾燥 無 saw 2000 回 1999/6
72 S-063 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 saw 2000 回 樹皮有り 1999/6
73 S-064 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 cut 2000 回 樹皮有り 1999/6
74 S-065 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/6
75 S-066 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 whittle 2000 回 樹皮有り 1999/6
76 S-067 下呂石 竹 水漬け 有 saw 1500 回 1999/6
77 S-068 下呂石 竹 水漬け 有 whittle 1500 回 1999/6
表 2　石器使用実験一覧表 
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78 S-069 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 水漬け 有 saw 1500 回 1999/6
79 S-070 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 水漬け 有 whittle 1500 回 1999/6
80 S-071 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 saw 2000 回 樹皮有り 1999/6
81 S-072 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/6
82 S-073 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 水漬け 有 whittle 1500 回 1999/6
83 S-074 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 水漬け 有 saw 1500 回 1999/6
84 S-075 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 whittle 2000 回 樹皮有り 1999/6
85 S-076 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 cut 2000 回 樹皮有り 1999/6
86 S-077 下呂石 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 saw 2000 回 樹皮有り 1999/7
87 S-078 下呂石 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 cut 2000 回 樹皮有り 1999/7
88 S-079 下呂石 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 scrape 2000 回 樹皮有り 1999/7
89 S-080 下呂石 木（ｻｸﾗ） 水漬け 有 whittle 2000 回 樹皮有り 1999/7
90 S-081 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 saw 2000 回 1999/8
91 S-082 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 scrape 2000 回 1999/8
92 S-083 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 saw 2000 回 1999/8
93 S-084 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 scrape 2000 回 1999/8
94 S-085 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 saw 2000 回 1999/8
95 S-086 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 scrape 2000 回 1999/8
96 S-087 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 貝（ｵｵｱｻﾘ） － 有 saw 2000 回 1999/10
97 S-088 下呂石 貝（ｵｵｱｻﾘ） － 有 saw 2000 回 1999/10
98 S-089 ﾁｬｰﾄ 木曽川 貝（ｵｵｱｻﾘ） － 有 saw 2000 回 1999/10
99 S-090 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 1500 回 自然面から 1999/10
100 S-091 下呂石 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 1500 回 自然面から 1999/10
101 S-092 ﾁｬｰﾄ 木曽川 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 1500 回 自然面から 1999/10
102 S-093 砂岩 木曽川 イネ 生 － cut 1000 回 穂刈り 1999/10
103 S-094 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 イネ 生 － cut 1000 回 根刈り 1999/10
104 S-095 下呂石 イネ 生 - cut 1000 回 根刈り 1999/10
105 S-096 ﾁｬｰﾄ 長野 イネ 生 － cut 1000 回 根刈り 1999/10
106 S-097 黒曜石 和田峠 イネ 生 － cut 1000 回 根刈り 1999/10
107 S-098 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨・肉（ﾌﾞﾀ） 有 cutほか 2000 回 肉の削ぎ落とし、ｽｼﾞの切断等 2000/1
108 S-099 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 scrape 2000 回 2000/6
109 S-100 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 2000 回 2000/6
110 S-101 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 2000 回 2000/6
111 S-102 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 scrape 2000 回 2000/7
112 S-103 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 2000 回 2000/7
113 S-104 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 ｃｕｔ 2000 回 2000/7
114 S-105 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 scrape 2000 回 2000/7
115 S-106 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 ｃｕｔ 2000 回 2000/7
116 S-107 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 scrape 2000 回 2000/7
117 S-108 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 scrape 2000 回 2000/7
118 S-109 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 whittle 2000 回 2000/7
119 S-110 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 cut 2000 回 2000/7
120 S-111 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 scrape 2000 回 2000/7
121 S-112 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 whittle 2000 回 2000/7
122 S-113 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 cut 2000 回 2000/7
123 S-114 下呂石 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 scrape 2000 回 2000/7
124 S-115 下呂石 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 whittle 2000 回 2000/7
125 S-116 下呂石 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 cut 2000 回 2000/7
126 S-117 砂岩 不明 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 有 cut 2000 回 2000/7
127 S-118 砂岩 不明 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 cut 2000 回 2000/7
128 S-119 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 3000 回 2000/8
129 S-120 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 3000 回 2000/8
130 S-121 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 3000 回 2000/8
131 S-122 ﾁｬｰﾄ 木曽川 木（ｼｲ） 乾燥 無 bore 3000 回 2000/8
132 S-123 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（ｼｲ） 乾燥 無 bore 3000 回 2000/8
133 S-124 下呂石 木（ｼｲ） 乾燥 無 bore 3000 回 2000/8
134 S-125 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 bore 3000 回 2000/8
135 S-126 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 bore 3000 回 2000/8
136 S-127 下呂石 鹿角 水漬け 有 bore 3000 回 2000/8
137 S-128 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 乾燥 無 scrape 2000 回 2000/8
138 S-129 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 乾燥 無 scrape 2000 回 2000/8
139 S-130 ﾁｬｰﾄ 木曽川 石（緑色片岩） － 有 bore 2000 回 2000/8
140 S-131 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 石（緑色片岩） － 有 bore 2000 回 2000/8
141 S-132 下呂石 石（緑色片岩） － 有 bore 2000 回 2000/8
142 S-133a ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 saw 1000 回 2000/8
143 S-133b ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 saw 500 回 2000/8
144 S-133c ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 whittle 1000 回 2000/8
145 S-133d ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 whittle 500 回 2000/8
146 S-134 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 saw 1000 回 2000/8
147 S-135 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 saw 500 回 2000/8
148 S-136 下呂石 鹿角 水漬け 有 saw 1000 回 2000/8
149 S-137 下呂石 鹿角 水漬け 有 saw 500 回 2000/8
150 S-138a ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 scrape 1000 回 2000/8
151 S-138b ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 scrape 500 回 2000/8
152 S-139a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 scrape 1000 回 2000/8
153 S-139b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 scrape 500 回 2000/8
154 S-140a 下呂石 鹿角 水漬け 有 scrape 1000 回 2000/8
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155 S-140b 下呂石 鹿角 水漬け 有 scrape 500 回 2000/8
156 S-141 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 grave 2000 回 2000/9
157 S-142 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 grave 2000 回 2000/9
158 S-143 下呂石 鹿角 水漬け 有 grave 2000 回 2000/9
159 S-144a ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 2000 回 2000/9
160 S-144b ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 2000 回 2000/9
161 S-145a ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 cut 2000 回 2000/9
162 S-145b ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 whittle 2000 回 2000/9
163 S-146a ﾁｬｰﾄ 多摩川 鹿角 水漬け 有 saw 4000 回 2000/9
164 S-146b ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（ｼｲ） 乾燥 無 saw 4000 回 2000/9
165 S-147a 砂岩 木曽川 土（砂質ｼﾙﾄ） 乾燥 無 dig 2000 回 刃部研磨 2000/9
166 S-147b 砂岩 木曽川 土（砂質ｼﾙﾄ） 乾燥 無 dig 2000 回 2000/9
167 S-148 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 grave 500 回 2000/11
168 S-149 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 grave 1000 回 2000/11
169 S-150 下呂石 鹿角 水漬け 有 grave 500 回 2000/11
170 S-151 下呂石 鹿角 水漬け 有 grave 1000 回 2000/11
171 S-152 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 grave 500 回 2000/11
172 S-153 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 grave 1000 回 2000/11
173 S-154 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 whittle 500 回 2000/11
174 S-155 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 whittle 1000 回 2000/11
175 S-156a 下呂石 鹿角 水漬け 有 whittle 1000 回 2000/11
176 S-156b 下呂石 鹿角 水漬け 有 whittle 500 回 2000/11
177 S-157a 黒曜石 和田峠 鹿角 乾燥 無 saw 2000 回 2000/11
178 S-157b 黒曜石 和田峠 鹿角 乾燥 無 scrape 2000 回 2000/11
179 S-158a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 saw 2000 回 2000/11
180 S-158b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 saw 1000 回 2000/11
181 S-158c 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 saw 500 回 2000/11
182 S-159a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 whittle 2000 回 2000/11
183 S-159b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 cut 2000 回 2000/11
184 S-160a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 scrape 2000 回 2000/11
185 S-160b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 scrape 1000 回 2000/11
186 S-160c 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 scrape 500 回 2000/11
187 S-161 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 1000 回 2000/12
188 S-162 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 500 回 2000/12
189 S-163a ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 1000 回 2000/12
190 S-163b ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 500 回 2000/12
191 S-164 ﾁｬｰﾄ 木曽川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 1000 回 2000/12
192 S-165a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 1000 回 2000/12
193 S-165b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 500 回 2000/12
194 S-166a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 1000 回 2000/12
195 S-166b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 500 回 2000/12
196 S-167 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 1000 回 2000/12
197 S-168a 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 1000 回 2000/12
198 S-168b 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 500 回 2000/12
199 S-169a 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 1000 回 2000/12
200 S-169b 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 500 回 2000/12
201 S-170 下呂石 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 1000 回 2000/12
202 S-171a 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 saw 2000 回 2000/12
203 S-171b 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後乾燥 無 scrape 2000 回 2000/12
204 S-172a 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 3000 回 2000/12
205 S-172b 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 bore 1000 回 2000/12
206 S-173a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 bore 3000 回 2000/12
207 S-173b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 bore 1000 回 2000/12
208 S-174 ﾁｬｰﾄ 木曽川 鹿角 水漬け 有 bore 1000 回 2000/12
209 S-175 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 鹿角 水漬け 有 bore 1000 回 2000/12
210 S-176 下呂石 鹿角 水漬け 有 bore 1000 回 2000/12
211 S-177a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 scrape 1500 回 2000/12
212 S-177b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 whittle 500 回 2000/12
213 S-177c 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 grave 2000 回 2000/12
214 S-178a 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 grave 1000 回 2000/12
215 S-178b 黒曜石 和田峠 鹿角 水漬け 有 grave 500 回 2000/12
216 S-179a 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 scrape 2000 回 2000/12
217 S-179b 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 2000 回 2000/12
218 S-179c 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 2000 回 2000/12
219 S-180a 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 1000 回 2000/12
220 S-180b 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 cut 500 回 2000/12
221 S-181a 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 1000 回 2000/12
222 S-181b 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 500 回 2000/12
223 S-182 下呂石 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 500 回 2000/12
224 S-183 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 500 回 2000/12
225 S-184 ﾁｬｰﾄ 木曽川 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 500 回 2000/12
226 S-185 黒曜石 和田峠 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 500 回 2000/12
227 S-186 黒曜石 和田峠 土（ｼﾙﾄ質） 湿った状態 － cut 1500 回 2000/12
228 S-187 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 cut 2000 回 2000/12
229 S-188a 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 scrape 2000 回 2000/12
230 S-188b 黒曜石 和田峠 皮（ｼｶ） 水漬け・なめし 有 whittle 2000 回 2000/12
231 S-189a 黒曜石 和田峠 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 2000 回 2000/12
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232 S-189b 黒曜石 和田峠 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 500 回 2000/12
233 S-190 黒曜石 和田峠 石（緑色片岩） － 有 bore 2000 回 2000/12
234 S-191 下呂石 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 500 回 2000/12
235 S-192 ｻﾇｶｲﾄ 金山 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 500 回 2000/12
236 S-193 ﾁｬｰﾄ 木曽川 石（ﾊｲｱﾛｸﾛｽﾀｲﾄ） － 有 saw 500 回 2000/12
237 S-194a 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 2000 回 2000/12
238 S-194b 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 whittle 2000 回 2000/12
239 S-195a 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 1000 回 2000/12
240 S-195b 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 500 回 2000/12
241 S-196a 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 1000 回 2000/12
242 S-196b 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 500 回 2000/12
243 S-197a ｻﾇｶｲﾄ 金山 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 1000 回 2000/12
244 S-197b ｻﾇｶｲﾄ 金山 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 500 回 2000/12
245 S-198 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 1000 回 2000/12
246 S-199 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 scrape 500 回 2000/12
247 S-200a 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 2000 回 2000/12
248 S-200b 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 cut 2000 回 2000/12
249 S-201a 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 1000 回 2000/12
250 S-201b 黒曜石 和田峠 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 500 回 2000/12
251 S-202 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 1000 回 2000/12
252 S-203 ﾁｬｰﾄ 木曽川 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 500 回 2000/12
253 S-204a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 1000 回 2000/12
254 S-204b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 500 回 2000/12
255 S-205a 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 1000 回 2000/12
256 S-205b 下呂石 骨（ﾌﾞﾀ） 煮た後水漬け 有 saw 500 回 2000/12
257 S-206a 黒曜石 和田峠 貝（ｱｻﾘ） － 有 saw 2000 回 2000/12
258 S-206b 黒曜石 和田峠 貝（ｱｻﾘ） － 有 saw 500 回 2000/12
259 S-207 下呂石 貝（ｱｻﾘ） － 有 saw 500 回 2000/12
260 S-208 ｻﾇｶｲﾄ 金山 貝（ｱｻﾘ） － 有 saw 500 回 2000/12
261 S-209 ﾁｬｰﾄ 木曽川 貝（ｱｻﾘ） － 有 saw 500 回 2000/12
262 S-210 下呂石 貝（ｱｻﾘ） － 有 bore 2000 回 2000/12
263 S-211 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 貝（ｱｻﾘ） － 有 bore 2000 回 2000/12
264 S-212 ﾁｬｰﾄ 木曽川 貝（ｱｻﾘ） － 有 bore 2000 回 2000/12
265 S-213a 黒曜石 和田峠 貝（ｱｻﾘ） － 有 bore 2000 回 2000/12
266 S-213b 黒曜石 和田峠 竹 乾燥 無 whittle 2000 回 2000/12
267 S-214 下呂石 竹 乾燥 無 whittle 2000 回 2000/12
268 S-215 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 乾燥 無 whittle 2000 回 2000/12
269 S-216 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 乾燥 無 whittle 2000 回 2000/12
270 S-217 下呂石 竹 乾燥 無 saw 500 回 2000/12
271 S-218 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 乾燥 無 saw 500 回 2000/12
272 S-219 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 乾燥 無 saw 500 回 2000/12
273 S-220a 黒曜石 和田峠 竹 乾燥 無 saw 2000 回 2000/12
274 S-220b 黒曜石 和田峠 竹 乾燥 無 saw 500 回 2000/12
275 S-221a 黒曜石 和田峠 竹 乾燥 無 bore 3000 回 2001/1
276 S-221b 黒曜石 和田峠 竹 水漬け 有 bore 3000 回 2001/1
277 S-222a 下呂石 竹 乾燥 無 bore 3000 回 2001/1
278 S-222b 下呂石 竹 水漬け 有 bore 3000 回 2001/1
279 S-223 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 乾燥 無 bore 3000 回 2001/1
280 S-224 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 乾燥 無 bore 3000 回 2001/1
281 S-225a 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 saw 2000 回 2001/1
282 S-225b 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 scrape 2000 回 2001/1
283 S-226a 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 saw 1000 回 2001/1
284 S-226b 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 saw 500 回 2001/1
285 S-227a 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 scrape 1000 回 2001/1
286 S-227b 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 scrape 500 回 2001/1
287 S-228 下呂石 木（広葉樹） 生 無 saw 1000 回 2001/1
288 S-229a 下呂石 木（広葉樹） 生 無 saw 500 回 2001/1
289 S-229b 下呂石 木（広葉樹） 生 無 scrape 1000 回 2001/1
290 S-229c 下呂石 木（広葉樹） 生 無 scrape 500 回 2001/1
291 S-230a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（広葉樹） 生 無 saw 1000 回 2001/1
292 S-230b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（広葉樹） 生 無 saw 500 回 2001/1
293 S-230c ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（広葉樹） 生 無 whittle 2000 回 2001/1
294 S-231a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（広葉樹） 生 無 scrape 1000 回 2001/1
295 S-231b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（広葉樹） 生 無 scrape 500 回 2001/1
296 S-232a ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（広葉樹） 生 無 saw 1000 回 2001/1
297 S-232b ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（広葉樹） 生 無 scrape 1000 回 2001/1
298 S-232c ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（広葉樹） 生 無 whittle 2000 回 2001/1
299 S-233a ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（広葉樹） 生 無 saw 500 回 2001/1
300 S-233b ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（広葉樹） 生 無 scrape 500 回 2001/1
301 S-234 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 水漬け 有 bore 3000 回 2001/1
302 S-235 ﾁｬｰﾄ 木曽川 竹 水漬け 有 bore 3000 回 2001/1
303 S-236 黒曜石 和田峠 木（広葉樹） 生 無 whittle 2000 回 2001/1
304 S-237 下呂石 木（広葉樹） 生 無 whittle 2000 回 2001/1
305 S-238 下呂石 竹 水漬け 有 saw 500 回 2001/1
306 S-239 下呂石 竹 水漬け 有 whittle 500 回 2001/1
307 S-240a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 水漬け 有 saw 500 回 2001/1
308 S-240b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 竹 水漬け 有 whittle 500 回 2001/1
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309 S-241a ﾁｬｰﾄ 多摩川 竹 水漬け 有 saw 500 回 2001/1
310 S-241b ﾁｬｰﾄ 多摩川 竹 水漬け 有 whittle 500 回 2001/1
311 S-242 黒曜石 和田峠 竹 水漬け 有 saw 500 回 2001/1
312 S-243 黒曜石 和田峠 竹 水漬け 有 whittle 500 回 2001/1
313 S-244a 黒曜石 和田峠 竹 水漬け 有 saw 2000 回 2001/2
314 S-244b 黒曜石 和田峠 竹 水漬け 有 whittle 2000 回 2001/2
315 S-245a ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（スギ） 乾燥 無 saw 2000 回 2001/4
316 S-245b ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（スギ） 乾燥 無 whittle 2000 回 2001/4
317 S-245c ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（スギ） 乾燥 無 grave 2000 回 2001/4
318 S-245d ﾁｬｰﾄ 多摩川 木（スギ） 乾燥 無 scrape 2000 回 2001/4
319 S-246a 下呂石 木（スギ） 乾燥 無 saw 2000 回 2001/4
320 S-246b 下呂石 木（スギ） 乾燥 無 scrape 2000 回 2001/4
321 S-247a 下呂石 木（スギ） 乾燥 無 grave 2000 回 2001/4
322 S-247b 下呂石 木（スギ） 乾燥 無 whittle 2000 回 2001/4
323 S-248a ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（スギ） 乾燥 無 saw 2000 回 2001/4
324 S-248b ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（スギ） 乾燥 無 grave 2000 回 2001/4
325 S-248c ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（スギ） 乾燥 無 scrape 2000 回 2001/4
326 S-249 ｻﾇｶｲﾄ 五色台 木（スギ） 乾燥 無 whittle 2000 回 2001/4
327 S-250a 黒曜石 和田峠 木（スギ） 乾燥 無 saw 2500 回 2001/5
328 S-250b 黒曜石 和田峠 木（スギ） 乾燥 無 whittle 2000 回 2001/5
329 S-251a 黒曜石 和田峠 木（スギ） 乾燥 無 scrape 2000 回 2001/5
330 S-251b 黒曜石 和田峠 木（スギ） 乾燥 無 grave 2000 回 2001/5
331 S-252 黒曜石 和田峠 木（スギ） 乾燥 無 bore 3000 回 2001/5
332 S-253 1 結晶片岩 イネ 生 水平押切 2569 2569 本 耘田器・水平押切法・柄 2002/10
333 S-253 2 結晶片岩 イネ 生 水平押切 1382 3951 本 柄の装着方法を変更、基部破損 2007/10
334 S-254 1 結晶片岩 イネ 生 水平押切 3390 3390 本 耘田器・水平押切法・紐 2002/10
335 S-254 2 結晶片岩 イネ 生 水平押切 2196 5586 本 耘田器・水平押切法・紐 2004/11
336 S-254 3 結晶片岩 イネ 生 水平押切 1375 6961 本 2007/10
337 S-254 4 結晶片岩 雑草 生 水平押切 200 本 ペイント 2012/6
338 S-255 結晶片岩 イネ 生 穂摘み 300 本 耘田器・穂摘み、作業途中破損 2002/10
339 S-256a 結晶片岩 イネ 生 穂刈り 1032 本 耘田器・穂刈り、作業途中破損 2002/10
340 S-256b 結晶片岩 イネ 生 穂刈り 2547 本 耘田器・穂刈り 2002/10
341 S-257 1 結晶片岩 イネ 生 穂摘み 4104 4104 本 耘田器・穂摘み 2002/10
342 S-257 2 結晶片岩 イネ 生 穂摘み 2777 6881 本 耘田器・穂摘み 2004/11
343 S-258 結晶片岩 イネ 生 根刈り 174 株 大型石庖丁・根刈り 2002/10
344 S-259 1 結晶片岩 イネ 生 根刈り 164 株 大型石庖丁・根刈り 2002/10
345 S-259 2 結晶片岩 イネ 生 根刈り 311 475 株 大型石庖丁・根刈り 2004/11
346 S-259 3 結晶片岩 イネ 生 根刈り 109 584 株 大型石庖丁・根刈り 2005/10
347 S-260 ﾁｬｰﾄ 木曽川 土器 水漬け 有 bore 2000 回 2004/4
348 S-261 ﾁｬｰﾄ 木曽川 土器 乾燥 無 bore 2000 回 2004/4
349 S-262a 泥岩 庄内川 イネ科草本 生 cut 3000 回 2001/9
350 S-262b 泥岩 庄内川 骨（ﾌﾞﾀ） 水漬け 有 whittle 3000 回 2001/9
351 S-263a 泥岩 庄内川 鹿角 水漬け 有 saw 3000 回 2001/8
352 S-263b 泥岩 庄内川 鹿角 水漬け 有 scrape 3000 回 2001/8
353 S-263c 泥岩 庄内川 皮（ｼｶ） 乾燥・なめし 無 whittle 4000 回 2001/8
354 S-264a 泥岩 庄内川 木（スギ） 乾燥 無 saw 3000 回 2001/8
355 S-264b 泥岩 庄内川 木（スギ） 水漬け 有 saw 2500 回 2001/8
356 S-265 泥岩 庄内川 石（結晶片岩） 有 saw 1500 回 石材のすり切り 2001/8
357 S-266 泥岩 庄内川 土（水田） 湿った状態 掘る 2000 回 2001/8
358 S-267 1 結晶片岩 イネ 生 水平押切 2457 2457 本 有柄石刀 2004/11
359 S-267 2 結晶片岩 イネ 生 水平押切 664 3221 本 有柄石刀 2005/10
360 S-267 3 結晶片岩 雑草 生 水平押切 200 本 ペイント 2012/6
361 S-268 1 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 イネ 生 水平押切 2600 2600 本 耘田器・水平押切法・柄 2004/11
362 S-268 2 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 イネ 生 水平押切 555 3265 本 耘田器・水平押切法・柄 2005/10
363 S-269 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 雑草（水田） 生 12 ㎡ 破土器
364 S-270 1 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 土（水田） 湿った状態 577 577 ｍ 破土器 70分 2004/11
365 S-270 2 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 土（水田） 湿った状態 200 777 ｍ 破土器　60分 2005/10
366 S-271 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み 1479 本 磨製石庖丁 2007/10
367 S-272 1 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み 1851 1851 本 磨製石庖丁 2007/10
368 S-272 2 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み・親指 500 2351 本 絵の具塗布 2012/10
369 S-272 3 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み・手甲 500 2851 本 絵の具塗布 2012/10
370 S-272 4 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み・親指 300 3151 本 絵の具塗布 2012/10
371 S-272 5 結晶片岩 宮川 イネ 生 穂摘み・手甲 300 3451 本 絵の具塗布 2012/10
372 S-272 6 結晶片岩 宮川 イネ 生 押し切り 200 3651 本 絵の具塗布 2012/10
373 S-273 結晶片岩 イネ 生 根刈り 215 株 刃部磨製、途中からキザミ 2007/11
374 S-274 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 土（シルト） 押し切り、開削 1025 m 着柄 2011/1
375 S-275 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 中国 土（シルト） 掘る、掘削 5000 回 着柄 2011/1
376 S-276 1 泥岩 木曽川 アワ 生 穂摘み 2504 2054 本 磨製石庖丁 2011/9
377 S-276 2 泥岩 木曽川 アワ 生 穂摘み 2987 5491 本 磨製石庖丁 2012/10
378 S-277 泥岩 木曽川 キビ 生 穂摘み 2043 2043 本 磨製石庖丁 2011/9
379 S-277 泥岩 木曽川 キビ 生 穂摘み 2957 5000 本 磨製石庖丁 2012/8
380 S-278 泥岩 木曽川 イネ 生 穂摘み 5000 本 磨製石庖丁 2011/10
381 S-279 1 安山岩 山梨 アワ 生 cut 1516 1516 本 剥片、茎の切断 2011/9
382 S-279 2 安山岩 山梨 アワ 生 cut 3484 5000 本 2012/10
383 S-280 1 安山岩 山梨 キビ 生 cut 1528 1528 本 剥片、茎の切断 2011/9
384 S-280 2 安山岩 山梨 キビ 生 cut 3472 5000 本 剥片、茎の切断 2012/8
385 S-281 安山岩 山梨 未使用 本 背部加工してS-294に
13
番号 石器番号 回 石材 採集地 対象物 状態 水 操作方法 作業量 累計 単位 備考 実験日付
386 S-282 安山岩 山梨 イネ 生 穂刈り 5002 本 剥片 2012/10
387 S-283① ① 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り 400 回 石鎌（ペイント） 2011/10
388 S-283② ② 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り 100 回 石鎌（ペイント）、地面から3､40cm 2011/10
389 S-283③ ③ 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り 200 回 石鎌（ペイント） 2011/10
390 S-283④ ④ 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り 100 回 石鎌（ペイント）、茎数本ずつ 2011/10
391 S-284① ① 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り 400 回 石鎌（ペイント） 2011/10
392 S-284② ② 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り 100 回 石鎌（ペイント）、地面から3､40cm 2011/10
393 S-284③ ③ 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り 200 回 石鎌（ペイント） 2011/10
394 S-284④ ④ 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り 100 回 石鎌（ペイント）、茎数本ずつ 2011/10
395 S-284 泥岩 木曽川 雑草 生 穂刈り・右手 200 回 石鎌・絵の具塗布 2012/6
396 S-284 泥岩 木曽川 雑草 生 穂刈り・左手 200 回 石鎌・絵の具塗布 2012/6
397 S-284 泥岩 木曽川 雑草 生 根刈り・右手 200 回 石鎌・絵の具塗布 2012/6
398 S-284 泥岩 木曽川 雑草 生 根刈り・左手 200 回 石鎌・絵の具塗布 2012/6
399 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
400 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
401 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り・左手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
402 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り・右手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
403 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
404 S-284 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
405 S-285 泥岩 木曽川 土 湿った状態 土掘り（鍬） 不明 打製石鍬、豊田市埋文展WS
406 S-286 泥岩 木曽川 打製石鍬予備
407 S-287 泥岩 木曽川 草 生 すきとり 2702 回 刃部磨製（一部剥離）、横柄 2012/9
408 S-288 泥岩 木曽川 土（畑） 鍬 2000 回 刃部磨製（一部剥離）、横柄 2012/4
409 S-289 泥岩 木曽川 土（畑） 掘り棒 2000 回 刃部磨製（一部剥離）、縦柄 2012/4
410 S-290 泥岩 木曽川 土（畑） 犁 300 m 刃部磨製（一部剥離）、縦柄 2012/4
411 S-291 泥岩 木曽川 雑草 生 穂刈り・右手 200 回 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/6
412 S-291 泥岩 木曽川 雑草 生 穂刈り・左手 200 回 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/6
413 S-291 泥岩 木曽川 雑草 生 根刈り・右手 200 回 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/6
414 S-291 泥岩 木曽川 雑草 生 根刈り・左手 200 回 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/6
415 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
416 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 穂刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
417 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り・左手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
418 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 根刈り・右手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
419 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
420 S-291 泥岩 木曽川 イネ 生 高刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
421 S-292 結晶片岩 雑草 生 穂刈り・右手 200 回
422 S-292 結晶片岩 雑草 生 穂刈り・左手 200 回
423 S-292 結晶片岩 雑草 生 根刈り・右手 200 回
424 S-292 結晶片岩 雑草 生 根刈り・左手 200 回
425 S-292 結晶片岩 イネ 生 穂刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
426 S-292 結晶片岩 イネ 生 穂刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
427 S-292 結晶片岩 イネ 生 根刈り・左手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
428 S-292 結晶片岩 イネ 生 根刈り・右手 100 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
429 S-292 結晶片岩 イネ 生 高刈り・左手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
430 S-292 結晶片岩 イネ 生 高刈り・右手 200 本 石鎌・片刃、絵の具塗布 2012/10
431 S-293 泥岩 木曽川 コムギ 生 穂摘み 5000 本 磨製石庖丁 2013/6
































































































































法が用いられてきた（Evans 2014、Keeley and Newcomer1977、梶原・阿子島 1981、御堂島ほか
1987 など）。いわば分析の客観性を保つための方法であるが、高倍率法に批判的な立場からは、そ





































































② 摩滅（図 1－2） 
縁辺や剥離の稜線などが磨り減って丸みを帯びたり面が形成されたりするもの。肉眼でみられる
大きなものから顕微鏡レベルのミクロなものまでが含まれる。 
③ 線状痕（図 1－3） 
直線的な外観をもつ使用痕の総称で、観察される規模、形状には多様なパターンがある。石器と
対象物が接触する際の相対的な運動方向を知る手がかりとなる。 
④ 微小剥離痕（図 1－4） 
使用によって生じる連続する剥離痕で、いわゆる「刃こぼれ」のこと。分布、形態などのパター
ンから、石器の使用部位、操作方向などの他、被加工物の硬さといった情報がえられる。 











顕微鏡観察には、大きく低倍率法と高倍率法の二つの方法がある。低倍率法は、光学倍率 10 ～ 60
倍程度の実体顕微鏡を使用して行われる。主な分析対象は、微小剥離痕、線状痕、摩滅痕など比較
















































































































































































































































































                                                   
8 焦点合成の技術は、使用痕分析だけでなく、顕微鏡やカメラなど光学機器を扱う広い分野で応用が可
能である。筆者が目にした範囲では、プラント・オパール分析の同定に応用しようとした論文があった

















た（図 5－左）（註 9）。 
今日、顕微鏡撮影には、様々なデジタル機器が用いられている。市販のデジタルカメラを顕微鏡
にとりつける方法は、現在でも最も安価な方法のひとつである。最近ではカメラを顕微鏡に接続す


























































図 9 は Helicon Focus の画面である。作業の手順としては、まず合成処理を施す一連の画像フ
ァイルを読み込む。次に合成する際のパラメータを設定し、合成処理を実行するだけである。左（上）
側に読み込んだ画像が、右（下）側に画像の処理状況がリアルタイムで表示される。画像のサイズ





図 10 は、図 8 の連続画像（実際には 20 枚の画像を使用）をHelicon Focus で合成処理したも
のである。右側の高所から左側の低所まで、撮影範囲全体に焦点が合った画像となっている。 
 
                                                   








































小論で紹介しているHelicon Focus も、プロ・バージョンではこの機能が実装されている。 
図 13は、実際にHelicon Focus で作成した多焦点使用痕画像をもとに３Ｄ画像を作成した事例
である。画像の作成方法でも説明したように、ここで紹介している方法は、顕微鏡の照準器のダイ
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図 4　代表的な光沢面タイプ（阿子島 1989 を一部改変）
表 4　光沢面の各タイプの特徴（阿子島 1989 より）
1　未使用 2　Ａタイプ
       イネの刈り取）
3　Ｂタイプ
       木の切断
4　Ｃタイプ
       骨の鋸引き
5　Ｄ1タイプ
       骨の掻き取り
6　Ｄ2タイプ
       骨の鋸引き
7　Ｅ1タイプ
       生皮の掻き取り
8　Ｅ2タイプ
       乾燥皮の切断
9　Ｆ1タイプ












































































































































図 9　Helicon Focus 画面
図 10　多焦点使用痕画像
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 1　 写真 2　
写真 3　 写真 4　



















写真 1　 写真 2　
写真 3　 写真 4　
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5　ザイールの伐採方法図 30　斧による伐採方法（佐原 1994 から）
1 2 3 4 5
































































































































































































































































































る。光沢面は非常に明るくなめらかで、高所から低所を覆うように発達し、3 のチャートや 4 の黒
曜石では、撮影範囲のほぼ全域に及んでいる。光沢面上にはピット等は少なく、刃縁と平行してハ
ケでなでたような微細な線状痕がみられる。以上、典型的なＡタイプの光沢面である。 



























































































































ると、縁辺は溝状の線状痕をともなって摩滅している（図 40－写真 4）。 
コムギ S-293（図 41－上）は、a 面の刃部左でもっとも強いが、光沢面の径は 50µm に満たず、
発達程度は弱である（図 41－写真 5）。刃部正面では、縁辺が摩滅し、刃縁に直行する溝状の線状




















































































































掲載されている。さらに県埋蔵文化財センター報告分（石黒編 1993）では約 80 点が図示され、一













本節で取り扱う資料は愛知県教育委員会によって報告された昭和 47 年から 55 年までの発掘資









観察には落射照明付き金属顕微鏡を用い、倍率は主に 100 倍と 200 倍を用いている。石庖丁の
刃部と推定される部分を 1cm （場合により 5mm） 間隔に区切り、刃部と直行する方向に顕微鏡
を走査し、光沢強度の範囲を記録し、光沢の類型、光沢面上の線状痕等必要な情報を記録した。 
光沢面の発達強度は、本章第１節４の光沢強度分布図の基準に従い、強・中・弱・微弱・なしに




ａ．磨製石庖丁（図 46－1・2・6､図 47－写真 1～5） 
ある程度形状が復元できる 1・2・4～6 の 5点について観察を行ったが、実際に光沢面が観察さ















ｂ．磨製大型石庖丁（図 46－8・9、図 47－写真 6～図 48－写真 13） 



















ｃ．粗製剥片石器（図 46－20・21・23、図 48－写真 14～16） 
報告書に実測図が掲載されたなかから、肉眼で光沢が確認されている 6 点（図 45－17 ・18 ・

































































































































































磨製石庖丁 稀少 石材（遠隔地） 機能・用途（イネ科植物、穂摘み） 
大型石庖丁 稀少 石材（遠隔地） 機能・用途（イネ科植物、切断） 

































































































































































































・実験 1（S-288） カシの横柄に装着し（図 54－1）、鍬として畑の耕起を行った（図 54－2）。作
業量は計 2000回、3×1mほどの範囲を繰り返し掘り返した。 
・実験 2（S-289） ケヤキの直柄に装着し（図 54－4）、掘り棒として土を掘削した（図 54－5）。
作業量は計 2000回、3×1mほどの範囲を繰り返し掘り返した。 
・実験 3（S-290） ケヤキの直柄に装着し（図 54－7）、犁のように前方に押しながらの畑を耕起
した（図 54－8）。作業は 10mごとに折り返し、計 300mである。 
・実験 4（S-287） カシの横柄に装着し（図 54－10）、操作方法は実験 1と同じだが、畑に生えた







































































想定される。本分析は、2013年 6月から 9月にかけて実施した。 
一宮市八王子遺跡（樋上編 2002）は、馬見塚遺跡と同じ尾張低地部に立地する遺跡で、弥生時代
前期から中期にかけての資料である。馬見塚遺跡資料調査時に、比較資料として分析を行った。 


























1～4 は、小栗鉄治郎が採集したとされる打製石斧である。一宮市史第 53 図には、33～40 の 8








（図 56－写真 7）。 
6 はハツカ地点で採集されたホルンフェルス製の大型の打製石斧である。刃縁は摩滅し丸みを帯
びている（図 56－写真 10）。摩滅範囲は表裏であまり差がない。刃縁の摩滅部は光沢をおびている。





                                                   
22 分析に用いた観察機器等は次のとおりである。低倍率観察：マイクロネット社製Ｃマウントズームス
コープ Z-2（対物倍率 0.7～5倍）。高倍率観察：モリテックス社同軸落射照明光学ユニット SOD-Ⅲ、対
物レボルバー、オリンパス製対物レンズMPlan（10・20・50倍）、10倍接眼レンズ、LED照明装置。
撮影装置：Ｃマウント撮影装置セナマール（300万画素）またはデジタルカメラPENTAXQ、スーパー




















































































































































1．S-094　下呂石　イネ（生）　        cutting　1000 回
2．S-095　サヌカイト　イネ（生）　cutting　1000 回
3．S-096　チャート　イネ（生）　    cutting　1000 回
4．S-097　黒曜石　イネ（生）　        cutting　1000 回
5．S-059　チャート　草（生）　    cutting　2000 回
6．S-040　チャート　竹（乾燥）　sawing　2000 回
7．S-071　チャート　木（水漬）　sawing　2000 回
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写真 1　対物 20 倍
写真 2　対物 10 倍
写真 3　対物 20 倍
写真 4　対物 10 倍
図 40　実験石器使用痕分布図・顕微鏡写真（1）
写真 1 写真 2













写真 5　対物 20 倍
写真 6　対物 10 倍
写真 7　対物 20 倍













写真 9　対物 20 倍
写真 10　対物 10 倍
写真 11　対物 20 倍















写真 13　対物 20 倍
写真 14　対物 10 倍
写真 15　対物 20 倍
写真 16　対物 20 倍





































































写真 1　対物 20 倍 写真 2　対物 20 倍
写真 3　対物 20 倍 写真 4　対物 10 倍
写真 5　対物 20 倍 写真 6　対物 20 倍
写真 7　対物 20 倍 写真 8　対物 10 倍
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図 48　使用痕顕微鏡写真（2）
写真 9　対物 10 倍 写真 10　対物 10 倍
写真 11　対物 10 倍 写真 12　対物 10 倍
写真 13　対物 20 倍 写真 14　対物 10 倍
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番号   分析番号　  報告等番号  遺構等 　石材
 1　　S-13040　　第53図37  
 2　　S-13041　　第53図38  
 3　　S-13042　　第53図39  
 4　　S-13036　　第53図33  
 5　　S-13044　　第52図1  E地点 　ホルンフェルス
 6　　S-13034　　   ハッカ地点 　ホルンフェルス
番号   分析番号　  報告等番号  遺構等 　石材
 7　　S-13032　　図版78 95-303  Ba-SD25 
 8　　S-13033　　図版80 96-174  O-SK316 
 9　　S-13035　　図版80 96-176  O-包含層 







































































14　　S-12004 第123図7 　　30号A住居 砂岩
15　　S-12005 （2825） 　　F-8-2 
16　　S-12006 （2829） 　　G-7-4 
17　　S-12007 （2847） 　　E-8-4 
18　　S-12008 （2823） 　　F-8-4 
19　　S-12009 （2827） 　　E-1-3 
20　　S-12010 （2868） 　　F-11-3 





















































































































分析資料は、一宮市三ツ井遺跡（田中編 1999）、猫島遺跡（洲嵜編 2003）、山中遺跡（服部編 1992）、























































































は住居跡の壁寄りの床面で 3 枚重なった状態で出土した。2 孔穿孔のあるもの（図 66－36）、1 孔
以外は未貫通のもの（図 66－37）、穿孔がなく研磨も部分的なもの（図 66－38）、と加工の程度が
異なる。このため、分析を依頼された時点では、未製品と使用中のものをまとめて保管したのでは





































































実験用の石器として刃部のみ研磨した結晶片岩製の石庖丁 S-273（図 71－1）を作製した。 
刃部にキザミがない研磨しただけの状態とキザミを施した状態それぞれでイネの根株を刈り取る
実験を行い、その作業効率を比較した（註25）。 
実験 1 刃部キザミなし。イネの根株の切断。作業時間 27分。 
















これに関係して、第 3章第 2節 4実験的検討で取り上げた磨製大型石庖丁と粗製剥片石器による
稲株の切断作業を参考資料としてみてみよう。刃部長 19.5cm の磨製大型石庖丁S-174では 60 分
の作業で 174 株（1 分あたり 2.9 株）に対し、刃部長 11.6cm の粗製剥片石器 S-003 では 60 分
で 351 株（1 分あたり 5.9 株）と倍近く差が生じた（註26）。先にみたように、刃部にキザミのない
磨製大型石庖丁では刃がすべってしまい作業効率はあまり高くないが、粗製剥片石器は打製の刃部
                                                   
25 S-273 は 2007 年 11 月に愛知県清須市の愛知県清洲貝殻山貝塚資料館の体験水田で実施した 


































































る（久田 1999）。補遺編では、石庖丁、横刃形石器として 10 点が追加された（景山ほか 2001）。









































































































ｅ．板状石器（図 75－12、図 79－写真 17･18） 
12は報告書では石核として報告されているが、使用痕分析の結果は板状石器と考えて差し支えな



























































































観察した 21 点の石器のうち、8 点に草本植物による使用痕が確認できた（註28）。個別の石器の観






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 1　 写真 2　
写真 3　 写真 4　
写真 5　 写真 6　
写真 7　 写真 8　
図 67　使用痕顕微鏡写真（1）
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写真 9　 写真 10　
写真 11　 写真 12
写真 13　 写真 14　







写真 17　 写真 18　
写真 19 写真 20　
写真 21 写真 22















写真 25 写真 26
写真 27 写真 28
写真 29 写真 30
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対物レンズ 10× 0 400ȣP
0 200ȣP
対物レンズ 2×




















































































写真 35･36 写真 37








































































































































































































































































































































































写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 62図－1 
（S-00108） 





















































第 63図 10 
（S-00032） 









 － 三ツ井遺跡 97B-検Ⅱ 弥生前期 文献 2・第 80図 58 
石材はホルンフェルス。石器表面が風化しており所々剥落している。使用光沢面は刃部縁辺の原面が残存して
いる部分に断片的に観察される。光沢分布図は断片的に残された光沢面の状況から復元的に作成している。光







































































































写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 65－30 
（S-00479） 























写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 66－33 
（S-00106） 






















































写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 70－42 
（S-06022） 


















1.  宮腰健司編 2000 『朝日遺跡Ⅵ－新資料館地点の調査－』 愛知県埋蔵文化財センター 
2.  田中伸明編 1999 『三ツ井遺跡』 愛知県埋蔵文化財センター 
3.  洲嵜和宏編 2003 『猫島遺跡』 財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センター 
4.  伊藤太佳彦 1998 『東新規道遺跡』財団法人愛知県埋蔵文化財センター 
5.  石黒立人編 1998 『門間沼遺跡』財団法人愛知県埋蔵文化財センター 
6.  蔭山誠一編 1998 『一色青海遺跡』財団法人愛知県埋蔵文化財センター 
7.  服部信博編 2001 『川原遺跡』 財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センター 
8.  千藤克彦編 2000 『野笹遺跡Ⅰ』 財団法人岐阜県文化財保護センター 
9.  小野木学編 2005 『柿田遺跡』 財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター 
10. 蔭山誠一編 2007 『朝日遺跡Ⅶ』財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団愛知県埋蔵文化財センター 




写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 73－1 
S-01009 























































































1.  福海貴子・橋本正博・宮田明編 2003 『八日市地方遺跡Ⅰ－小松駅東土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』 
小松市教育委員会 
2.  浜崎悟司編 2004 『小松市八日市地方遺跡』 石川県教育委員会・財団法人石川県埋蔵文化財センター 
3.  久田正弘編 2002 『金沢市戸水Ｂ遺跡Ⅱ』 石川県教育委員会・財団法人石川県埋蔵文化財センター 
4.  福島正実ほか 1987 『吉崎・次場遺跡（資料編 1）』 石川県立埋蔵文化財センター 
5.  的場勝俊編 1994 『山王丸山遺跡』 富来町教育委員会 
6.  木立雅朗ほか 1993 『石川県松任市野本遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター 
7. 中屋克彦編 1994 『金沢市戸水Ｂ遺跡―金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書―』石川県立埋
蔵文化財センター 





写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 83－1 
（S-10022） 















































































































1.  野代恵子編 2001『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 184集 横堀遺跡』 山梨県教育委員会 
2.  保坂和博編 1997『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 130集 油田遺跡』山梨県教育委員会 
3.  米田明訓編 1999『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 158集 十五所遺跡』山梨県教育委員会 
4.  末木健編 1987『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 25集 金の尾遺跡・無名墳（きつね塚）』山梨県教育委員会 
5.  山下孝司編 1987『中本田遺跡・堂の前遺跡』韮崎市教育委員会 
6.  佐々木満編 2004『甲府市文化財調査報告 24 塩部遺跡Ⅰ』甲府市教育委員会 
7.  佐野隆編 1992『明野村文化財調査報告７ 屋敷添』明野村教育委員会 
8.  山下孝司編 1997『坂井南遺跡Ⅲ』韮崎市教育委員会 
9.  宮澤公雄編 2007『上横屋遺跡第３地点』韮崎市教育委員会 
10. 宮澤公雄編 2004『山梨市文化財調査報告書 第７集 堀ノ内遺跡』財団法人山梨文化財研究所 
11. 櫛原功一編 2005『山梨市文化財調査報告書 第８集 高畑遺跡』財団法人山梨文化財研究所 
12. 山下孝司編 1991『下横屋遺跡』韮崎市教育委員会 
13. 保坂康夫編 1993『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 78 集 平野遺跡』山梨県教育委員会 




写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 94－1 
（S-00417） 















































































1.  平井泰男編 1996 『南溝手遺跡 2』岡山県教育委員会 
2.  平井泰男編 1998 『窪木遺跡 2』岡山県教育委員会 
3.  山本悦世編 1988 『鹿田遺跡Ⅰ』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 























第 1 段階 紀元前 4000 年紀後半、韓国新石器時代中期初頭（前期末）に、華北のアワ・キビ農
耕が、華北型農耕石器（磨棒、磨盤、石鋤）や柳葉形磨製石鏃を伴って朝鮮半島南部や東部地
域に拡散した。 
第 2 段階 紀元前 3000 年紀後半、長江起源の稲作が、山東半島を経由して朝鮮半島西海岸の漢
江下流域に到達し、雑穀の一つとして広まっていった。 
第 3 段階 紀元前 2000 年紀半ば、水田をもつ本格的な灌漑農耕が農耕具や加工石器を伴って到
達した。朝鮮半島の無文土器文化が成立する段階に当たる。 



































































































1989、御堂島 2005）。低倍率観察（総合 10～50 倍）によって摩滅・線状痕等の観察を行い、高倍
率観察（対物レンズ 10～50 倍・総合倍率 100～500 倍）によって微小光沢面・線状痕等の観察を
行った。分析に用いた観察機器は次のとおりである。 




画像処理 ヘリコン社製焦点合成ソフトHelicon Focus Pro release 
観察された使用痕については、適宜写真を撮影した。掲載した顕微鏡写真は、ピントをずらしな
がら撮影した複数の画像をパソコン上で合成処理した多焦点画像である。合成処理には、焦点合成












分析した石刀は、青銅器時代前期から後期にかけての資料約 30 点である（図 106・107）。全形
が判別できるものは、長さ 7～16cm、幅 3～5cm で、手の平で握れるサイズである。平面形態は、
刃部が外湾し背部が直線的で半月形を呈するもの（図 106－11・14 など）、刃部・背部とも外湾す






































対的に発達している。図 106－8・11、図 107－22・23 といった資料がこの典型的なものである。
反対のｂ面にも光沢面が分布しているが、孔の周辺で比較的光沢面が発達し、刃部ではあまり発達
していないものが多い（図 106－8・11、図 107－22）。 
光沢分布に関してもう一つ特徴的なものは、ｂ面（刃がつけられている面）の孔直下で著しく光































































































                                                   
32 孔の存在及び背部の形態からすると、図 107－24は、磨製石刀を作り替えたものかもしれない。 














































































                                                   






























































































































































































































































































































写真 1 写真 2
写真 3 写真 4
写真 5 写真 6
写真 7 写真 8
図 108　石刀使用痕顕微鏡写真（1）
203




写真 13 写真 14
写真 15 写真 16
204
写真 17 写真 18
写真 19 写真 20
写真 21 写真 22
図 110　石刀使用痕顕微鏡写真（3）































写真 5 写真 6
写真 7 写真 8
207
121　眞安カルモリ遺跡
2　眞安ジンクヌル遺跡 0 10cm6 




























































写真 1 写真 2
写真 3 写真 4
写真 5 写真 6




写真 9 写真 10
写真 11 写真 12
写真 13 写真 14




写真 17 写真 18
写真 19 写真 20
写真 21 写真 22








写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 106－1 
（S-11001） 




第 106図 2 
（S-11005） 

































































































































































































写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 111－1 
（S-10001） 






























































写真番号 遺跡名 遺構等 時期 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 114－1 
（S-11015） 










































図 117－写真 13･14 金泉松竹里遺跡 8-6 区 新石器中～後期 文献 10・図 142-1209 
基部欠損。刃部磨製か。肉眼・低倍率：刃縁は強く摩滅し、光沢をおびている。摩滅範囲は、ｂ面の方が広い。
線状痕は刃部と直交方向（写真 13）。高倍率：明瞭な光沢面は認められない（写真 14）。 
図 115－8 
（S-12021） 










































































1. 財団法人우리文化財研究院 2012 『蔚山薬泗洞遺跡』 
2. 財団法人우리文化財研究院 2012 『蔚山倉坪洞 810番地遺跡』 
3. 韓国考古環境研究所 2012 『燕岐大平里遺跡』 
4. 韓国文化遺産研究院 2013 『抱川漢灘江洪水調節ダム馬山遺物散布地（E地域）内文化遺跡試・発掘調査略報告書』 
5. 慶南発展研究院歴史文化센터 2005 『密陽살내遺跡』 
6. 慶南発展研究院歴史文化센터 2007 『密陽希里谷遺跡』 
7. 慶南発展研究院歴史文化센터 2007 『密陽新安先史遺跡』 
8. 慶南発展研究院歴史文化센터 2011 『진주 평거 3-1지구 유적』 
9. 慶南発展研究院歴史文化센터 2012 『진주 평거 4-1지구 유적』 
10. 啓明大学行素博物館 2006 『金泉松竹里遺跡Ⅰ』 
11. 啓明大学行素博物館 2007 『金泉松竹里遺跡Ⅱ』 










































































































































耘田器約 20点を分析した（図 125）。 






























⑤刃縁の光沢面に観察される線状痕は刃部と平行する方向性をもつ（図 125－5・図 127－写真 10・
11など）。彗星状ピットは側縁の方向を向くものが多い。 
⑥主面内側（特に左主面）では、光沢面に斜行する線状痕が観察され、穿孔部へ向かう方向性が認













































































の原理で、摘む動作」という表現を用いている（図 128－5）（石毛 1968a）。 
この他、図 128に掲載したものでは、フィリピン・ルソン島の事例（図 128－3）（御堂島 1989c）、


















































実験 3 穂刈り 
                                                   















































































































































































                                                   
42 有柄石刀を用いた実験は、第２節４耘田器の使用実験と平行して進めたものである。有柄石刀の実験






































































































2 孔穿孔が施されている。外湾刃の石庖丁は、両刃で、背部に 2 孔穿孔がある。いずれも、刃部に
明瞭な刃面が付けられている。 
調査の時間的な制約もあり、ごく限られた資料しか分析することはできなかった。詳細な観察記































































































古研究部 2002c）。本分析資料もこの副葬品である（図 3－6）。 
今回の分析調査では、小型の石鎌は良好な資料に恵まれず、分析した石器はいずれも大型の石鎌

























































































穂刈り（実験①～③・⑩～⑫） 穂の下で 1本ずつ刈り取る（図 144－1）。 
高刈り（実験④～⑥・⑬～⑮） 根元より高い茎の中程で数本ずつ刈り取る（図 144－2）。 
根刈り（実験⑦～⑨・⑯～⑱） イネの根本で、根株を何回かに分けて刈り取る（図 144－3）。 
いずれの操作においても刃を手前に平行にスライドさせて対象を切断した。作業回数は、穂刈り・
































































































































































































実験 2 S-270 （イネ根株を含む）水田での土の開削（図 153－4～6） 
収穫後の水田で、柄を長側縁に対し平行に押しだし、土壌を切り開いていく作業を行った。土中
にはイネの根株が残っており、根に引っかかるたびにこれを押し切りながら作業を進めた。 
実験 3 S-274 （植物を含まない）土の開削（図 153－7～9） 
操作方法は実験 2と同様だが、沖積地のシルト質の土壌（遺跡の基盤層）で、植物を含まない条
件で実施した。 









ｍ（作業時間約 130 分）の作業量を行った。実験 3 は、約 5ｍを単位として、計 1025ｍ（作業時









生じた。摩滅の強度は、実験 4 の刃縁が最も顕著で、次いで実験 3 の刃縁及び側縁、実験 1、実験
2 はあまり発達していない。肉眼で識別できる光沢もすべての石器で認められる。実験 1 は刃縁、
実験 2は刃縁でも短側縁に近い部分、実験 3は刃縁の広い範囲にみられ、実験 4は縁辺に部分的に
みられる。線状痕、剥離痕は、肉眼で観察できる変化は確認できなかった。 
ｂ．低倍率観察 





－写真 1・2）と実験 2（図 155－写真 3・4）で刃縁に生じた光沢面は、よく似ている。光沢面は、














－写真 1）より、地面に接したｂ面の光沢面（図 155－写真 2）の方が、光沢周辺部が荒れている。 
次に、実験 3 だが、ここでも面的に広がる明るい光沢面が形成された（図 155－写真 5・6）。光





















面の特徴）は、実験 1、実験 2 で形成されたものに近い。特徴②（表裏で光沢面の粗さが異なる）
は、実験 1で確認できた。これは下面側が直接土と接触した影響だと考えられる。特徴③（使用痕
が広範囲に分布）も、草本植物との接触範囲が広い、実験 1の使用条件に合っている。今回の実験

















































































































































































































































































                                                   
45 図 163写真は、20世紀初めにタイ農業省のグラハム（Graham, W. A.）によって記録されたものであ































































































































1    綽墩遺跡（昆山市文物管理局）
2    昆山市内出土（昆山市文物管理局）
3    寺前村遺跡
4    青浦果園（上海博物館）
5    馬橋遺跡（上海博物館）
6    広富林遺跡（上海博物館）
7    亭林遺跡（上海博物館）
8    毘山遺跡（湖洲市博物館）



































































































































2 中国貴州省・瑶族 （中原 1988）
4 中国海南島 （八幡 1965）
6 フィリピンミンダナオ島・マノボ族 （鹿野 1946）
＊実測図縮尺不同
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写真 1　S-253　対物レンズ 50× 写真 2　S-268　対物レンズ 50×






















































写真 3・4 写真 2
接触による塗料の剥離 残滓の付着
表 21　収穫実験作業量比較表
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写真 5・6 写真 8写真 7





















































写真 1 写真 2
写真 3 写真 4
写真 5 写真 6
写真 7 写真 8
269
図 143　石鎌使用痕顕微鏡写真（2）
写真 9 写真 10
写真 11 写真 12
写真 13 写真 14






౑⏝᪉ἲ సᴗ㔞 ᐇ㦂␒ྕ ▼ჾ␒ྕ ྑᡭಖᣢ ᕥᡭಖᣢ 
✑สࡾ ✑㤳ࢆ 1ᮏࡎࡘสࡾྲྀࡾࠋ 
200ᅇ ձ S-284 պ S-284  
200ᅇ ղ S-291 ջ S-291 
100ᅇ ճ S-292 ռ S-292 
㧗สࡾ ⱼࡢ୰࡯࡝࡛ᩘᮏࡎࡘสࡾྲྀࡾࠋ 
200ᅇ մ S-284 ս S-284  
200ᅇ յ S-291 վ S-291 
100ᅇ ն S-292 տ S-292 
᰿สࡾ ᰿ඖࢆࡲ࡜ࡵ࡚สࡾྲྀࡾࠋ 
200ᅇ շ S-284 ր S-284  
200ᅇ ո S-291 ց S-291 





























































































写真 1 写真 2
写真 3 写真 4
図 149　破土器各部位拡大写真
275
写真 5 写真 6
写真 7 写真 8
写真 9 写真 10




写真 13 写真 14
写真 15 写真 16
写真 17 写真 18
























8　実験 3. 土 ( シルト ) の開削
10　実験 4. 土（シルト）の開削
7　実験 3. 土（シルト）の開削 6　実験 3. 作業後の状況
15　実験 3. 実験石器着柄状況



















写真 1 写真 2
写真 3 写真 4
写真 5 写真 6









写真 1　実験 1 写真 2
写真 3 写真 4
写真 5 写真 6








実験番号 実験1 実験2 実験3 実験4
石器番号
実験内容 草本のすきとり 土・水田の開削 土・シルトの開削 土・シルトの掘削
程度 弱 弱 中　刃縁・側縁 強　刃縁が強く摩滅
有無　位置 有　刃縁 有　刃部短斜辺より 有　刃縁の広い範囲 有　縁辺に部分的
方向 不明 不明 不明 不明
分布 不明 不明 不明 不明
程度 中　刃縁、側縁 中　刃縁、側縁 強　刃縁、側縁 強　刃縁が強く摩滅
方向 不明 不明 不明 斜行
有無 不明 不明 摩滅により不明 不明
程度 弱 中 強 強
方向 不明 不明 平行？ 不明
有無 有 有 有 不明　または限定的
分布 刃縁先端より 刃縁 刃縁全体 －
縁辺分布型 連続 連続 連続 －
分布境界型 漸移的 漸移的 漸移的 －
低部侵入度 中～大 中～大 大　一様に摩滅 －
平面形 面状 面状 面状 －
断面形 丸い～平坦 平坦～丸い 平坦～丸い －
光沢面方向性 平行 平行 平行　大きな起伏 －
表面のきめ なめらか なめらか 中間～なめらか －
コントラスト 強 強 強 －
ピット 少ない やや少ない やや多い －
彗星状ピット 少　平行 有　平行 有　平行 －
線状痕の方向 平行 平行 平行 －
線状痕種類 微細（少ない） 微細（やや多い）、溝状 溝状、微細 －
















































































































写真 1 写真 2

























写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 125－1 
（S-01021） 






























































































写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 133－1 
（S-02001） 




































写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 137－1 
（S-11035） 






























写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 141－1 
（S-02004） 












































写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 























































図 151－写真 13・14 


























図 151－写真 20 青浦果園村採集  －  －  － 







写真番号 遺跡名 遺構等  － 文献・図番号等 
観察所見  形状等、低倍率観察、高倍率観察 
図 157－1 
（S-02040） 





























図 161－写真 15～17 
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第Ⅱ部では、収穫に関わる石器と耕起等土掘りに関わる石器について第 3 章で概略を述べ、第 4
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